
 『第２種放射線取扱主任者試験　重要問題集中トレーニング 』正誤表

『第２種放射線取扱主任者試験　重要問題集中トレーニング』第1版第1刷（2014年7月30日）に誤りがありました。

 ここに深くお詫びいたし，訂正申し上げます。 (2015年7月13日 メジカルビュー社編集部)

頁 該当箇所 誤 正

p.123
「Q2」の「選択肢解説」
上から1〜2行目

…，結晶が空気中の水分を吸収して溶けること（吸湿性）を防ぐためなので「×」。
…，結晶が空気中の水分を吸収し（吸湿性），その水と反応する結果溶けてしま
うこと（潮解性）を防ぐためなので「×」。

p.124
「Q3」の「解法ナビ」
上から1行目

・液体シンチレーション計数法の基礎特定に関する問題である。 ・液体シンチレーション計数法の基礎特性に関する問題である。

p.145 「表1」上から3, 7行目

p.156
「Q5」の「選択肢解説」
下から6行目

CdTe半導体検出器のε値は4.43eV であり，Ge半導体検出器（2.96eV）と比べて CdTe半導体検出器のε値は4.43eV であり，Ge半導体検出器（2.98eV）と比べて

p.187 「Q2」

p.192
「Q4」の「選択肢解説」
下から1〜2行目

PETは陽電子放出核を用い，定量性に優れ・分解能がよく・短半減期の核種を用
いるため，被ばく量が抑えられるので「○」。

PETは陽電子放出核種を服用して，体内で生じる消滅放射線をもとに画像を作
るので「○」。定量性に優れ・分解能がよく・短半減期の核種を用いるため，被ば
く量が抑えられる。

p.201
「選択肢解説」
下から3行目

管理区域境界における3月間（500時間）の実効線量は，12週（480時間）使用した
とすると，

管理区域境界における3月間（500時間）の実効線量は，　　　（＊青字を削除）
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外部被ばく・内部被ばくの計算4
管理
技術学 2 実効線量を求める式として正しいものは，次のうちどれか。ただし，実効線量はE，組織・

臓器iの組織加重係数はTi，等価線量はHiとする。また，放射線jに対する放射線加重係
数はWj，組織・臓器iの吸収線量はDi, jとする。

【50-管理Ⅱ-16（2008）】

●上記問題は各組織・臓器の等価線量の積算（E）とある組織における各放射線の種類に対する等価線
量の積算（Hi）を表している。解法ナビ

3正 解

3 100MBqの192 Ir線源から2m離れた場所で20分間作業するとき，この作業者の実効線量
（μSv）として，最も近い値は次のうちどれか。
　ただし，192 Irの実効線量率定数を0.12μSv・m2・MBq－1・h－1とする。

１　0.12　　　２　0.60　　　３　1.0　　　４　2.0　　　５　2.4

【48-管理Ⅱ-15（2006）】

3　（1.0）正 解

・Σ記号によって難しく見えるかもしれないが，総和を意味するだけで単純な式である。
補足
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・計算の際はマイクロ（μ：10－6）やメガ（M：106）といった数字の大きさに気を付けなければならない。
補足

選
択
肢
解
説

実効線量率をD［μSv・h－1］，実効線量率定数をΓ［μSv・m2・MBq－1・h－1］，放射能をA
［MBq］，線源から作業者の位置までをr［m］とすると，以下の式が成り立つ。

　　　　　　　となる。
 

20分（1/3時間）の作業であることから，実効線量は，

●実効線量率定数が与えられているので，単位に気を付ければ実効線量を算出することができる。解法ナビ
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外部被ばく線量測定のための実用量に関する次の記述のうち，正しいものの組合せはどれか。

Ａ　1cm線量当量は，実効線量の実用量として用いられる。
Ｂ　皮膚の等価線量は，3mm線量当量で表される。
Ｃ　70μm線量当量の単位は，Svである。
Ｄ　個人被ばく線量計の校正にICRU球が用いられる。

１　AとB　　　２　AとC　　　３　BとC　　　４　BとD　　　５　CとD

【54-管理Ⅱ-16（2012）】

Ａ　⇒　「○」。
Ｂ　⇒　皮膚は70μm線量当量を用いるので「×」。
Ｃ　⇒　線量当量の単位はSvであるので「○」。
Ｄ　⇒　 個人被ばく線量計の校正には，ICRUスラブファントム（30×30×15cm）を用いる

ので「×」。ICRU球は周辺・方向性線量当量を定義するために用いられる。

●人に対する被ばく線量の定量には，線量当量・等価線量・実効線量という用語を用い，単位はい
ずれもシーベルト(Sv)を用いる。解法ナビ

レベルアップ

2　（AとC）正 解

・実効線量を正確に求めるには，生体内の吸収線量を実測する必要があるが，事実上不可能であることから，
実用量として線量当量（周辺・方向性・個人）が用いられる。個人被ばく線量を求める際，3種類の深さの個
人被ばく線量当量を用いる。単位はシーベルトである。
　　　1cm線量当量…深部組織
　　　3mm線量当量…眼の水晶体
　　　70μm線量当量…表層部組織（皮膚など）
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技術学 2 実効線量を求める式として正しいものは，次のうちどれか。ただし，実効線量はE，組織・

臓器iの組織加重係数はTi，等価線量はHiとする。また，放射線jに対する放射線加重係
数はWj，組織・臓器iの吸収線量はDi, jとする。

【50-管理Ⅱ-16（2008）】

●上記問題は各組織・臓器の等価線量の積算（E）とある組織における各放射線の種類に対する等価線
量の積算（Hi）を表している。解法ナビ

3正 解

3 100MBqの192 Ir線源から2m離れた場所で20分間作業するとき，この作業者の実効線量
（μSv）として，最も近い値は次のうちどれか。
　ただし，192 Irの実効線量率定数を0.12μSv・m2・MBq－1・h－1とする。

１　0.12　　　２　0.60　　　３　1.0　　　４　2.0　　　５　2.4

【48-管理Ⅱ-15（2006）】

3　（1.0）正 解

・Σ記号によって難しく見えるかもしれないが，総和を意味するだけで単純な式である。
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・計算の際はマイクロ（μ：10－6）やメガ（M：106）といった数字の大きさに気を付けなければならない。
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実効線量率をD［μSv・h－1］，実効線量率定数をΓ［μSv・m2・MBq－1・h－1］，放射能をA
［MBq］，線源から作業者の位置までをr［m］とすると，以下の式が成り立つ。

　　　　　　　となる。
 

20分（1/3時間）の作業であることから，実効線量は，

●実効線量率定数が与えられているので，単位に気を付ければ実効線量を算出することができる。解法ナビ
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外部被ばく線量測定のための実用量に関する次の記述のうち，正しいものの組合せはどれか。

Ａ　1cm線量当量は，実効線量の実用量として用いられる。
Ｂ　皮膚の等価線量は，3mm線量当量で表される。
Ｃ　70μm線量当量の単位は，Svである。
Ｄ　個人被ばく線量計の校正にICRU球が用いられる。

１　AとB　　　２　AとC　　　３　BとC　　　４　BとD　　　５　CとD

【54-管理Ⅱ-16（2012）】

Ａ　⇒　「○」。
Ｂ　⇒　皮膚は70μm線量当量を用いるので「×」。
Ｃ　⇒　線量当量の単位はSvであるので「○」。
Ｄ　⇒　 個人被ばく線量計の校正には，ICRUスラブファントム（30×30×15cm）を用いる

ので「×」。ICRU球は周辺・方向性線量当量を定義するために用いられる。

●人に対する被ばく線量の定量には，線量当量・等価線量・実効線量という用語を用い，単位はい
ずれもシーベルト(Sv)を用いる。解法ナビ

レベルアップ

2　（AとC）正 解

・実効線量を正確に求めるには，生体内の吸収線量を実測する必要があるが，事実上不可能であることから，
実用量として線量当量（周辺・方向性・個人）が用いられる。個人被ばく線量を求める際，3種類の深さの個
人被ばく線量当量を用いる。単位はシーベルトである。

　　　1cm線量当量…深部組織
　　　3mm線量当量…眼の水晶体
　　　70μm線量当量…表層部組織（皮膚など）
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 『第２種放射線取扱主任者試験　重要問題集中トレーニング 』正誤表

『第２種放射線取扱主任者試験　重要問題集中トレーニング』第1版第1刷（2014年7月30日）に誤りがありました。

 ここに深くお詫びいたし，訂正申し上げます。 (2015年7月9日 メジカルビュー社編集部)

頁 該当箇所 誤 正

p.5 下から1行目 ・また，特性X線の発生確率λAは… ・また，特性X線の発生確率λXは…

p.18
「Q4」の「選択肢解説」
下から2行目

…散乱されることをトムソン散乱，軌道電離によって… …散乱されることをトムソン散乱，軌道電子によって…

p.19
「レベルアップ」
上から2行目

…散乱されることをトムソン散乱といい，軌道電離によって… …散乱されることをトムソン散乱といい，軌道電子によって…

p.35 「表3」

p.38
「Q4」の「選択肢解説」
下から2行目

核異性体は，中性子および陽子が同じで… 核異性体は，中性子数および陽子数が同じで…

p.40
「Q4」の「選択肢解説」
上から3行目

230Thはトリウム系列（4n系列）である。 230Thはウラン系列（4n＋2系列）である。

p.40
「Q4」の「選択肢解説」
上から4行目

232Thはネプツニウム系列（4n＋1系列）である。 232Thはトリウム系列（4n系列）である。

p.41 「表2」下から3行目

p.47 「Q3」上から5行目 での飛程は，数cm程度である。（　C　）のなかには，… での飛程は，数cm程度である。（　B　）のなかには，…

p.49
「選択肢解説」
上から4行目

…陽子1個が中性子に変換され，陽子とニュートリノが… …陽子1個が中性子に変換され，陽電子とニュートリノが…

p.56 「Q7」の選択肢 1　0.0084　　2　0.084　　3　0.84　　4　8.4　　5　84 1　1.15　　2　11.5　　3　115　　4　1150　　5　11500

ｐ.57
「Q7」の「選択肢解説」
上から3行目

M≒8.4 M≒1.15×103

ｐ.57 「Q7」の正解 4　（8.4） 4　（1150）

0.10198kgf	

エンタルピー 

133.32Pa	
1.0198	

1kJ	
0.10198kgf・m	
0.278	

1kcal/(kg・℃)＝4.186kJ/(kg・K)	 1kJ/(kg・K)＝0.239kcal/(kg・℃)	

β-，β＋，EC	



p.61
「Q2」の「選択肢解説」
上から1行目

A　⇒　99Mo（T：66.7ｈ）−・・・ A　⇒　99Mo（T：65.9ｈ）−・・・

p.62
「レベルアップ」
上から9〜11行目

N2/N1＝λ1/λ2－λ1

A2/A1＝N2λ2/N1λ1＝1＋N2λ2/N1λ1＝1＋N2/N1　　となる。

A2/A1は1より大きくなる。そのため，tmaxの後はA2＞A1となる。

N2/N1＝λ1/（λ2－λ1）

A2/A1＝N2λ2/N1λ1

上式N2/N1＝λ1/（λ2－λ1）より，

A2/A1＝λ1λ2/（λ2－λ1）λ1＝λ2/（λ2－λ1）　となる。

また，半減期T1，T2とすると，

A2/A1＝（0.693/T1）/ {（0.693/T2）－（0.693/T1）} ＝T2/（T1－T2） ＞ 1　となる。

よって，A2/A1は1より大きくなる。そのため，tmaxの後はA2＞A1となる。

p.62
「レベルアップ」
下から6行目

・・・それぞれλ1＝0.69/T1，λ2＝0.693/T2となる。… ・・・それぞれλ1＝0.693/T1，λ2＝0.693/T2となる。…

p.62
「レベルアップ・トレーニ
ング」の「選択肢解説」
上から2行目

・親核種の半減期が娘核種の半減期より長い場合には放射平衡は成立しない。 ・親核種の半減期が娘核種の半減期より短い場合には放射平衡は成立しない。

p.98 表3

組織・臓器	

表3　組織加重係数（2007年勧告）	

組織加重係数WT	   組織・臓器	 組織加重係数WT	  


